ぼくのバットがスマ-シュ!天狗どのはふっとんでいった!
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しかし、こんなことでひるんではいられない!ぼくはプーと力を合わせ、敵にpSI☆
撃を次々としかけた。鋼よりも堅い体を持つダイヤモンドドッグはさすがに手ごわく、ぼく
らに矢のような攻撃を浴びせたが(HPマイナス3)、天はぼくらに味方したようだ。やがて
ダイヤモンドドッグは地に倒れふし、粉々に砕け散った
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ぼくらは縄梯子がかけられた穴を、地中深くへと降りていった。
「ふう、これだけ深いところまでくるとさすがに息苦しいな……
「ほほお、なら、すぐ楽にしてやろう!
な、な、なんと!縄梯子を降りたぼくらの目の前には、さっそく第2の穴の主が!
●ペテネラの靴下があれば…472●なければ…579〓
洞窟の中に入ると、そこは迷路のようになっていた。薄暗い通路を進むと、十字路に出た。

